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•出身：大阪府 
•学位：博士（工学） 
•学歴 

• 1998.3　京都工芸繊維大学・電子情報工学科 卒業 
• 2000.3　奈良先端科学技術大学院大学・博士前期課程 修了 
• 2003.3　奈良先端科学技術大学院大学・博士後期課程 修了 

•職歴 
• 2003.04-2003.9 科学技術振興事業団 さきがけ研究「協調と制御」領域　グループメンバ（ポスドク） 
• 2003.10-2004.9 奈良先端科学技術大学院大学・EASEプロジェクト　産官学連携研究員（ポスドク） 
• 2004.10-2012.3 奈良先端科学技術大学院大学・情報科学研究科　助手（2007年より助教） 
• 2012.04-現在     和歌山大学・システム工学部・情報通信システム学科 講師（2014年より准教授） 

•研究分野 (Research Area) 
• ソフトウェア工学 (Software Engineering) 
• エンピリカル（実証的）アプローチ (Empirical Approach) 
• リポジトリマイニング (Mining Software Repository) 
• オープンソースソフトウェア (Open Source Software)
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ICSMでのドレンド＠ソフトウェア・メインテナンス・シンポジウム 2014

本日の内容
•ICSMEでのトレンド 

•概要と統計 
•セッション解説 

•基調講演 
•パネル 
•研究発表 

•Research Track 
• Industry Track 
• Early Research Achievements Track 

•和歌山大学での取り組み 
• ソフトウェア保守に関する研究の紹介 

• リポジトリマイニング 
• IPAソフトウェア工学分野の先導的研究支援事業 

• IPA EPM-Xの機能拡張によるプロアクティブ型プロジェクトモニタリング環境の構築
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ICSMでのドレンド＠ソフトウェア・メインテナンス・シンポジウム 2014

ICSME (INTERNATIONAL CONFERENCE 
ON SOFTWARE MAINTENANCE AND 

EVOLUTION) 2014

@Victoria, BC, Canada（10月1～3日）
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ICSME (INTERNATIONAL CONFERENCE ON 
SOFTWARE MAINTENANCE AND EVOLUTION) 2014

•ソフトウェア保守を専門とするトップカンファレンス 
• 今年で30周年を迎えた老舗会議 
• 今年から名称変更：ICSMからICSMEへ 

• ソフトウェア保守における進化（Evolution）の側面を反映 

• 約300名の参加者 

•3種類のセッション構成 
•基調講演 
•パネル討論 
•研究発表 
•Research Track（フルペーパー） 
•Early Research Achievements Track（ショートペーパー） 
•Industry Track（企業論文） 
•Tools and Demonstrations（ツールとデモ）
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参加者内訳
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フルペーパー：投稿数／投稿者数
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フルペーパー：採択率
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フルペーパー：国別採択論文数
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ショートペーパー：採択率
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企業論文：採択率
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ツールとデモ：採択率
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会場の様子
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パネル＠メインホール 質疑＠メインホール 研究発表＠サブホール

ポスター発表＠コーヒーブレイク コーヒーブレイク バンケット
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ICSME WEEK
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ICSME 2014: MAIN PROGRAM
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ICSMでのドレンド＠ソフトウェア・メインテナンス・シンポジウム 2014

基調講演
•Judith Bishop  

Director of Computer Science  
Microsoft Research, Redmond, USA • Software and Hardware ‒ can Abstraction 

be the Key to Evolution? 

•Gabriel (Gabby) Silberman  
Executive Director, Technology Strategy  
Dell, USA • The Power of Prediction: Understanding 

and Preparing for Disruptive Information 
Technologies 

•Arie van Deursen 
Professor  
Delft University of Technology, The Netherlands • On Software Changes, Large and Small
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パネル討論
•Panel on CSM Pioneers 

• Conference on Software Maintenance (CSM) First Decade 
• http://www.icsme.org/program/pioneers/csm-first-decade 

• Audio Recording 
• http://youtu.be/DrMoFKwbURs
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パネル討論
•Technical Debt: From Metaphor to Theory and Practice 

• 技術的負債 [wikipedia] 
• 行き当たりばったりなソフトウェアアーキテクチャと、余裕のないソフトウェア開発が

引き起こす結果のことを指す新しい比喩である。「設計上の負債(design debt)」とも
言う。 

• 開発の中で先送りされるのは、文書化、テストコードの記述、ソースコード中の積み残
し(TODO)項目の解決やコンパイラの警告、静的コード解析ツールの解析結果への対応
などである。他にも、技術的負債の例として、組織で共有されない知識や、複雑すぎて
変更が難しいコードなどがある。 

• 関連領域：software aging and decay, software metrics, prediction and 
estimation, release planning, and architecture

19



ICSMでのドレンド＠ソフトウェア・メインテナンス・シンポジウム 2014

研究発表
•今年は特別（？）全論文がダウンロード可能 
• http://www.icsme.org/2014/proceedings 

•全体の傾向 
• リポジトリマイニング（MSR）技術の開発，ある
いは，MSR技術を用いた分析が主流 

• オープンソース開発の分析，あるいは，オープンソー
ス開発データを用いた手法の評価が目立つ
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研究発表：RESEARCH TRACK
•セッション概要 
• ソフトウェア保守および進化に関して独創性が高く
重要な成果を含む論文発表の場 

•セッション数：14
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• Developer Knowledge 
• Evolving Systems 
• Developer Support 
• Technical Debt 
• Empirical Studies 
• Fault Localization 1 
• Fault Localization 2

• Software Quality 
• Patches 
• Recommenders 
• Clones 
• Refactoring 
• Managing Change 1 
• Managing Change 2
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研究発表：RESEARCH TRACK
•セッション概要 
• ソフトウェア保守および進化に関して独創性が高く
重要な成果を含む論文発表の場 

•セッション数：14
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• Managing Change 1 
• Managing Change 2
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セッション：TECHNICAL DEBT
•An Exploratory Study on Self-Admitted Technical Debt 
• 著者：Aniket Potdar and Emad Shihab.  
• 概要：開発者自ら認めている技術的負債についての分析 

•Do they Really Smell Bad? A Study on Developers' Perception of 
Bad Code Smells 
• 著者：Fabio Palomba, Gabriele Bavota, Massimiliano Di Penta, Rocco 
Oliveto and Andrea De Lucia. 

• 概要：code smellに関する開発者の認識の違いについての分析 

•Smelling Faults in Spreadsheets 
• 著者：Pedro Martins, Rui Abreu, Alexandre Perez, Jácome Cunha, João 
Paulo Fernandes and João Saraiva.  

• 概要：表計算アプリケーション利用時のcode smell (fault)の検出手法
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AN EXPLORATORY STUDY ON SELF-
ADMITTED TECHNICAL DEBT

•著者：Aniket Potdar and Emad Shihab 
•概要 
• 技術的負債は開発者の悪意のないミスが原因とされてきた 
• 開発者が意図的に技術的負債を生みだすことはないのだろうか？ 
• 自ら認めた(self admitted)技術的負債を調査した初の研究 

•目的：自己容認の技術的負債に関する以下のRQに答えること 
• RQ1: 自己容認の技術的負債はどの程度存在するのか？ 
• RQ2: なぜ自己容認の技術的負債が混入するのか？ 

• RQ2-1: 経験によるものか？（新人は混入しやすい？） 
• RQ2-2: 時間的プレッシャーによるものか？（リリース間際は混入しやすい？） 
• RQ2-3: 複雑さによるものなのか？（コードが複雑なほど混入しやすい？） 

• RQ3: 技術的負債が混入した後，どれくらい除去されるのか？
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AN EXPLORATORY STUDY ON SELF-
ADMITTED TECHNICAL DEBT

•調査方法：ソースコード内のコメントに自己容認の技術的負債
に関する記述がないかどうかを調査 
• 対象プロジェクト：長期間存続する大規模プロジェクト４件 

• Eclipse, Chromium OS, ArgoUML, Apache httpd 

• 全ソースコードから合計101,762件のコメントを抽出し目視により確認 
• 自己容認の技術的負債の存在を示す62種類のキーワードを抽出 

• hack 
• fixme  
• is problematic 
• this isn’t very solid 
• probably a bug 
• hope everything will work 
• fix this crap  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AN EXPLORATORY STUDY ON SELF-
ADMITTED TECHNICAL DEBT

•RQ1: 自己容認の技術的負債はどの程度存在するのか？ 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2.4~31.0%のファイルに自己容認の技術的不在が存在する
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AN EXPLORATORY STUDY ON SELF-
ADMITTED TECHNICAL DEBT

•RQ2: なぜ自己容認の技術的負債が混入するのか？ 
• RQ2-1: 経験によるものか？（新人は混入しやすい？） 
• RQ2-2: 時間的プレッシャーによるものか？（リリース間際は混入しやすい？） 
• RQ2-3: 複雑さによるものなのか？（コードが複雑なほど混入しやすい？） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

27

経験豊富な開発者の方が自己容認の技術的負債を混入させやすい
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AN EXPLORATORY STUDY ON SELF-
ADMITTED TECHNICAL DEBT

•RQ2: なぜ自己容認の技術的負債が混入するのか？ 
• RQ2-1: 経験によるものか？（新人は混入しやすい？） 
• RQ2-2: 時間的プレッシャーによるものか？（リリース間際は混入しやすい？） 
• RQ2-3: 複雑さによるものなのか？（コードが複雑なほど混入しやすい？） 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リリース３ヶ月以上前に混入されることが大半（リリース間際の 
プレッシャーによるものではない）
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AN EXPLORATORY STUDY ON SELF-
ADMITTED TECHNICAL DEBT

•RQ2: なぜ自己容認の技術的負債が混入するのか？ 
• RQ2-1: 経験によるものか？（新人は混入しやすい？） 
• RQ2-2: 時間的プレッシャーによるものか？（リリース間際は混入しやすい？） 
• RQ2-3: 複雑さによるものなのか？（コードが複雑なほど混入しやすい？） 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Cyclomatic複雑度と技術的負債の混入との間に（正あるいは負の） 
弱い相関は認められるものの，相関係数は小さく直接的な原因と 
なっているとは言えない
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AN EXPLORATORY STUDY ON SELF-
ADMITTED TECHNICAL DEBT

•RQ3: 技術的負債が混入した後，どれくらい除去されるのか？ 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Eclipse

• 複数のバージョンリリース後でも多くの技術的負債は除去されない
• 除去された技術的負債の大半は，混入後のリリースで除去される
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研究発表：RESEARCH TRACK
•セッション概要 
• ソフトウェア保守および進化に関して独創性が高く
重要な成果を含む論文発表の場 

•セッション数：14
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セッション：FAULT LOCALIZATION 1
•On the Use of Stack Traces to Improve Text Retrieval-based Bug 
Localization 
• 著者：Laura Moreno, John Joseph Treadway, Andrian Marcus and Wuwei Shen.  
•概要：テキスト検索ベースのバグ特定の精度を向上させるためにスタックトレースを用いる
手法を提案 

•On the Effectiveness of Information Retrieval based Bug Localization 
for C Programs 
• 著者：Ripon Saha, Julia Lawall, Sarfraz Khurshid and Dewayne E Perry. 
•概要：Javaのみに対応するテキスト検索ベースのバグ特定手法をCにも対応できるかを検証  

•Compositional Vector Space Models for Improved Bug Localization 
• 著者：Shaowei Wang, David Lo and Julia Lawall. 
• 概要：複数の派生モデルを持つベクター空間モデル(VSM)の最適な組み合わせを導出する
ために遺伝的アルゴリズムを用いたバグ特定手法
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セッション：FAULT LOCALIZATION 2
•Boosting Bug-Report-Oriented Fault Localization with Segmentation and 
Stack-Trace Analysis 
• 著者：Chu-Pan Wong, Yingfei Xiong, Hongyu Zhang, Dan Hao, Lu Zhang and Hong Mei. 
• 概要：セグメント化されたソースコードとスタックトレースを不具合票に対応づけることで
バグを特定する手法を提案 

•Learning to Combine Multiple Ranking Metrics for Fault Localization 
• 著者：Jifeng Xuan and Martin Monperrus. 
•概要：実行トレースを用いた動的なバグ特定手法の精度を改善するために，コードの性質を
表す複数のメトリクスをランキングする手法 

•Precise Isolation of Concurrency Bugs via Delta Triaging 
• 著者：Bo Liu, Bin Wang and Zhengwei Qi.  
•概要：平行プログラムで発生する平行性不具合（共有メモリ通信に関連する不具合など）の
根本原因を発見するのを支援する手法
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研究発表：RESEARCH TRACK
•セッション概要 
• ソフトウェア保守および進化に関して独創性が高く
重要な成果を含む論文発表の場 

•セッション数：14
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セッション：MANAGING CHANGES 1

•Mining Co-Change Information to Understand when Build Changes 
are Necessary 
• 著者：Shane Mcintosh, Bram Adams, Meiyappan Nagappan and Ahmed E. Hassan. 
• 概要：ビルドシステムの変更を必要とするコード変更は，不慣れな開発者にとって大き
な障害となる（また，開発の停滞につながる）．コード変更がビルドシステムの変更を
必要とするものかどうかを知るために，ビルドシステムの変更が必要となるソースコー
ドとテストコードをマイニングした．  

•How Developers’ Collaborations Identified from Different Sources 
Tell us About Code Changes 
• 著者：Sebastiano Panichella, Gabriele Bavota, Massimiliano Di Penta, Gerardo 
Canfora and Giuliano Antoniol. 

• 概要：ML, BTS, IRC chatの3つのコミュニケーションチャンネルを調査し，重要人物の特
定やその人物とコード変更との関係を調べた結果，チャンネル間での重複は少なく，チャン
ネル毎に異なる結果が得られた．
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セッション：MANAGING CHANGES 2

•Maintenance patterns of large-scale PHP Web applications 
• 著者：Panos Kyriakakis and Alexander Chatzigeorgiou. 
• 概要：スクリプト言語は特に保守の観点から大規模システムには不向きであると
批判されている．実際はどうなのか？を調べた結果，言語によらずシステムは系
統的に保守されていることがわかった． 

•Enhancing Clone-and-Own with Systematic Reuse for 
Developing Software Variants 
• 著者：Stefan Fischer, Lukas Linsbauer, Roberto Erick Lopez-Herrejon 
and Alexander Eyed. 

• 概要：既存システムをベースに（コピー）してカスタムメイドのシステムを開発
するClone-and-Own方式（派生開発？）が広く普及する一方，保守の効率は低
下している．Clone-and-Ownを支援する手法を提案している． 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研究発表：RESEARCH TRACK
•セッション概要 
• ソフトウェア保守および進化に関して独創性が高く
重要な成果を含む論文発表の場 

•セッション数：14
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REFACTORING FAT INTERFACES USING A GENETIC 
ALGORITHM（BEST PAPER） 

•著者 
• Daniele Romano, Steven Raemaekers and Martin Pinzger 

•概要 
• 肥大化したAPI (Fat API) は，多機能で 
あるが故に頻繁に変更される 

• Fat APIの品質は低くなりがちなため， 
結果的に保守コストを増大させる 

• すべてのクライアントの要求を満たす 
Fat APIよりも，各クライアントの目 
的を満たす程度にAPIを分割する必要 
がある 

• 本研究ではFat APIを適度なサイズの 
API 
に分割するための手法を提案している
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REFACTORING FAT INTERFACES USING A GENETIC 
ALGORITHM（BEST PAPER） 

•目的 
• Interface Usage Cohesion (IUC) が最も高くなるような  
methodの組み合わせを求める 

• ただし，多数のクライアントに利用されているFat APIを適切なサイズのsub-API群に分割するために総当
たりでIUCを求めるのは計算量的に現実的ではない 

•アプローチ 
• 遺伝的アルゴリズムを用いる  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REFACTORING FAT INTERFACES USING A GENETIC 
ALGORITHM（BEST PAPER） 

•評価実験 
• 目的：提案手法(GA)がランダム法や焼きなまし法(SA)より優れてい
るかを確かめること 

• 実験データ：Maven repositoryから収集した42,318個のJava API 

•結果 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研究発表：INDUSTRY TRACK
•セッション概要 

• 産業界の実務的な問題の解決や経験に関する論文を発表する場 

•セッション数：２ 
• Cross-cutting Concerns 

• Improving Low Quality Stack Overflow Post Detection 
• Evolutionary Improvements of Cross-cutting Concerns: Performance in Practice 
• Autonomic Software Systems: Developing for Self-Managing Legacy Systems 
• Reverse Engineering PL/SQL Legacy Code: An Experience Report 
• A Heuristic-Based Approach to Refactor Crosscutting Behaviors in UML State 

Machines 
• Software Quality 

• Continuous Software Quality Control in Practice 
• Software Defect Prediction for LSI Designs 
• Improving Review of Clustered-code Analysis Warnings 
• Applying ISO/IEC 25010 Standard to prioritize and solve quality issues of automatic 

ETL processes
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研究発表：ERA TRACK
•セッション概要 
• 研究の初期段階ではあるが，将来有望な技術や知見
をもたらす可能性のある研究の発表の場 

•セッション数：5 
• Commits & Visualization 
• Code & Traceability 
• Reengineering 
• Clones & Applications 
• Maintenance 
• Bugs & Issues

42
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ICSME 2015
•9月29~10月1日＠Bremen, Germany

43
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本日の内容
•ICSMEでのトレンド 

•概要と統計 
•セッション解説 

•基調講演 
•パネル 
•研究発表 

•Research Track 
• Industry Track 
• Early Research Achievements Track 

•和歌山大学での取り組み 
• ソフトウェア保守に関する研究の紹介 

• リポジトリマイニング 
•バグトリアージ：不具合修正タスクの割り当て支援@SES2014最優秀論文賞 
•ソーシャルマイニング：開発者の社会的関係と生産性／品質の関係＠ICSM2012 
•遅延相関分析：ソフトウェア進化の予兆検出@DICOMO2013優秀論文賞 
•ハイインパクトバグ：開発スケジュール／顧客満足度に大きな影響を与えるバグの分析＠ICSME2014 

• IPAソフトウェア工学分野の先導的研究支援事業 
• IPA EPM-Xの機能拡張によるプロアクティブ型プロジェクトモニタリング環境の構築
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研究室紹介： 
オープンソースソフトウェア工学研究室

•OSSを利活用したソフトウェア開発の支援 
• OSS開発を「見える化」するための技術の開発

46
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コミュニティ成熟度の計測／不具合解決時間の予測／協調・競争領域
の判別／組織構造分析／バグトリアージ手法，など
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ソフトウェアリポジトリマイニング
•蓄積された開発ログデータからソフトウェア開発に有用
な知見を導き出すための技術の総称 

•Software Intelligence (SI) の実現手段 
• Business Intelligence (BI) にちなんだ造語 
• SW開発における意思決定プロセスを強力に支援（したい）
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CVS/SVN 
Git

Crashes

Bugs

Stack traces

Mailinglist

開発者
開発履歴の記録
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WORKING CONFERENCE ON  
MINING SOFTWARE REPOSITORIES (MSR)
•ICSE併設の会議として2004年から続くリポジトリマイニング専
門の国際会議 
• MSR2013での主なセッション 

• Bug Triaging：不具合修正担当者の推薦 
• MSR Goes Mobile：モバイルアプリ開発のためのMSR技術 
• Changes and Fixes：変更／不具合修正の支援 
• Software Evolution：ソフトウェア進化の分析 
• Analysis of Bug Reports：不具合報告の分析 
• Ecosystems, Big Data：SWエコシステム／大規模リポジトリの分析 
• Bug Classification：不具合箇所の特定 
• Social Mining：SW開発における社会的関係／コミュニケーションの分析 
• Search-Driven Dev：SWコンポーネント検索エンジン 
• Mining Unstructured Data：非構造データ（テキスト）マイニング 
• Predictor Models：工数見積り／バグモジュール検出のための予測モデル
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リポジトリマイニングでできること（１）

•製造（プログラミング）支援 
• ソフトウェア部品検索エンジン（SPARSなど） 
• 使用頻度に基づくOSSライブラリの安定バージョン
の判別 

• コードクローン検出，など 

•テスト／デバッグ支援 
• バグモジュール予測 (Fault-prone Bug Prediction) 
• 同時変更されるコードの特定，など

49

MSR技術概説資料として門田暁人准教授（奈良先端大）の講演資料がオススメ！ 
「門田暁人，ソフトウェアリポジトリマイニングの 技術動向とその応用，ソフトウェアジャパン2013, ITフォーラムセッション」  
www.ipa.go.jp/files/000030061.pdf 

http://www.ipa.go.jp/files/000030061.pdf
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リポジトリマイニングでできること（２）

•保守支援 
• 不具合箇所の特定（Bug Localization） 

• 不具合の原因となるソースコードを特定する 

• バグトリアージ（Bug Triage） 
• 不具合修正に最も適した開発者を推薦する 

• Reopen bugの予測 
• 後日，再度修正が必要となる不具合かどうかを予測する 

• 不具合修正時間の予測，など
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リポジトリマイニングでできること（３）

•ライセンス管理 
• OSSのライセンス違反を自動的に検出する，など 

•組織構造／コミュニケーションの分析支援 
• 開発プロジェクトの潜在的な組織構造を数値化・可視化する 
• 開発プロジェクト内での情報流通を数値化・可視化する，など 

•OSSユーザ支援 
• 修正予定の不具合の特定 

• OSSの不具合は必ずしもすべての不具合が修正される訳ではない 
• 将来，修正が行われそうな不具合を特定し，ユーザ自ら修正するコスト

を削減 

• OSSの品質／成熟度の評価，など
51
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TECHNIQUES BEHIND MSR

52

ソフトウェア（コード）解析

統計解析
平均，最頻値，中央値，分散，標準偏差，
共分散，相関係数，誤差，偏差値，無作為
抽出（ランダムサンプリング）期待値，不
偏分散，有意差，尤度関数，回帰分析，重
回帰分析因子分析，主成分分析，判別分析，
共分散構造分析

静的／動的解析，形式手法，ソフトウェアメトリクス

データマイニング
頻出パターン（相関ルール分析），判別分析（単純ベイ
ズ分類器, 決定木, サポートベクターマシン），回帰分析
（線形回帰、ロジスティック回帰），クラスタリング

テキストマイニング
形態素解析，N-gram, 共起関係，tf-idf, LSA 
(LSI), LDA, 主成分分析，クラスター分析 

ソーシャルネットワーク分析
グラフ理論，次数分布，平均経路長，クラスタ係数，スケールフリー，次数中心性，近接性，媒介性
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これまでのSW開発支援技術との違い
•伝統的アプローチ 
• 例）CASE (Computer Aided Software Engineering）ツール  

•MSR的アプローチ 
• 前提：蓄積された開発ログデータには開発者の創意工夫が埋もれている 

• 隠されたパターンや傾向を掘り起こし，SW開発を自動的に支援したい 
• 開発者には知的作業にのみ集中してもらいたい  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BUG TRIAGE：適任の開発者推薦

54
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柏 祐太郎, 大平 雅雄, 阿萬 裕久, 亀井 靖高, "大規模OSS開発における不具合修正時間の短縮化を目的としたバグトリアージ手法," ソフト
ウェアエンジニアリングシンポジウム2014論文集, pages 66--75, 2014年8月.（SES2014最優秀論文）
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SOCIAL MINING： 
開発者の社会的関係と生産性／品質の関係

55

Masao Ohira, Ahmed E. Hassan, Naoya Osawa, and Ken-ichi Matsumoto, "The Impact of Bug Management Patterns on Bug Fixing: a Case Study of 
Eclipse Projects," In Proceedings of 28th IEEE International Conference on Software Maintenance (ICSM2012), pages 264--273, September 2012.
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SOCIAL MINING： 
開発者の社会的関係と生産性／品質の関係

56

Masao Ohira, Ahmed E. Hassan, Naoya Osawa, and Ken-ichi Matsumoto, "The Impact of Bug Management Patterns on Bug Fixing: a Case Study of 
Eclipse Projects," In Proceedings of 28th IEEE International Conference on Software Maintenance (ICSM2012), pages 264--273, September 2012.
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SOCIAL MINING： 
開発者の社会的関係と生産性／品質の関係

57
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遅延相関分析：ソフトウェア進化の予兆検出

58
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山谷 陽亮, 大平 雅雄, Passakorn Phannachitta, 伊原 彰紀, "OSSシステムとコミュニティの共進化の理解を目的としたデータマイニング手法," 情報処
理学会 マルチメディア，分散，協調とモバイル (DICOMO2013) シンポジウム論文集, pages 1695--1703, 2013年7月.（優秀論文賞）
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ハイインパクトバグ：開発スケジュール／顧客満足
度に大きな影響を与えるバグの分析＠ICSME2014

59

• Blocking bug: 他の不具合の修正完了を滞らせ
る不具合 

• Surprising bug: 予想外の時期や場所に現れる
不具合 

• Dormant bug: あるバージョン開発時に埋め込
まれ，後バージョンのリリース後に発生した不
具合

Security bug: 認証エラーやセッションタイム
エラー，暗号化の不足など，セキュリティリス
クを持つ不具合 
Performance bug: 製品のパフォーマンスを低
下させる不具合のこと． 
Breakage bug: 新機能の追加や不具合の修正
により，以前使えた機能が使えなくなる不具合．

Qpid # of HIBs Fixing-time
Surprising 18 130.9
Dormant 7 26.4
Blocking 2 7.2

Derby # of HIBs Fixing-time
Security 6 110.9

Performance 7 136.4
Breakage 19 99.7

Yutaro Kashiwa, Hayato Yoshiyuki, Yusuke Kukita, and Masao Ohira, "A Pilot Study of Diversity in High Impact Bugs," In Proceedings of 30th 
International Conference on Software Maintenance and Evolution (ICSME2014), pages 536--540, 2014.
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独立行政法人情報処理推進機構 (IPA) 
2013年度ソフトウェア工学分野の先導的研究支援事業

• IPA EPM-Xの機能拡張によるプロアクティブ型プロジェクト
モニタリング環境の構築―次世代の定量的プロジェクト管理ツー
ルとリポジトリマイニング研究基盤―  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独立行政法人情報処理推進機構 (IPA) 
2013年度ソフトウェア工学分野の先導的研究支援事業

• IPA EPM-Xの機能拡張によるプロアクティブ型プロジェクト
モニタリング環境の構築―次世代の定量的プロジェクト管理ツー
ルとリポジトリマイニング研究基盤―  

• demo  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CONTACT
•email 
• masao@sys.wakayama-u.ac.jp 

•個人HP 
• http://masao-ohira.org/ 

•研究室HP 
• http://oss.sys.wakayama-u.ac.jp/ 
• 論文等をダウンロード頂けます 

•EPM-XプラグインHP 
• http://oss20.sys.wakayama-u.ac.jp:8080/Repository_Mining/ 
• IPAとの契約の関係により期間限定（11月まで）で公開中 
• リクエスト頂けましたら再度公開も可能です
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